
　

町
特
産
桃
の
産
地
維
持
・

継
承
を
目
的
と
し
て
活
動
す

る
11
人
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
に
よ
る
合
同
活
動
報
告

会
が
11
月
15
日
、
役
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
農
業
委
員
・

推
進
委
員
ら
も
参
加
す
る
中
、

各
隊
員
は
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
や
成
果
、
今
後
の
課
題
な

ど
を
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
卒
業

し
た
後
の
拠
点
と
な
る
「
営

農
地
」
や
「
住
宅
」
の
確
保

な
ど
の
課
題
解
決
に
つ
い
て
、

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
乗
り
越
え
な
が
ら

桃
の
産
地
維
持
・
継
承
の
た

め
に
、
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

▶�

日
々
の
活
動
や
得
ら
れ
た
成
果
、

今
後
の
課
題
な
ど
を
話
す
隊
員

農
業
委
員
会
が
町
へ
意
見
書
提
出

町
の
農
業
振
興
の
た
め
に

▶�

髙
橋
町
長
へ
意
見
書
を
手
渡
す
佐
藤
徳

雄
会
長（
中
央
）と
浅
野
国
英
職
務
代
理
者

　

町
農
業
委
員
会
が
12
月
15

日
、
町
に
対
し
て
、
地
域
農

業
振
興
の
た
め
、
現
場
か
ら

の
要
望
や
意
見
な
ど
を
ま
と

め
た
「
農
地
等
利
用
最
適
化

推
進
に
関
す
る
意
見
書
」
を

髙
橋
町
長
に
提
出
し
ま
し

た
。

　

提
出
後
、
新
規
就
農
者
へ

の
支
援
策
や
地
域
の
担
い
手

と
な
る
多
様
な
人
材
の
確

保
・
育
成
策
検
討
、
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
、
有
害
鳥
獣

対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
町
長

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
町
と
町
農
業
委

員
会
が
協
力
し
、
農
業
の
発

展
や
課
題
解
決
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
献
上
桃
の
郷
」
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
合
同
活
動
報
告
会

　

5
年
連
続
と
な
る
旭
計

器
株
式
会
社
か
ら
の
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附

贈
呈
式
が
11
月
20
日
、
役

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

と
は
、
企
業
か
ら
の
寄
附

を
、
地
方
創
生
の
た
め
に

取
り
組
む
事
業
に
活
用
で

き
る
制
度
で
す
。
町
で
は

主
に
、
①
環
境
に
や
さ
し

い
ま
ち
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
②
健
康
で
活
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
ま
ち
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
③
桑
折
っ

子
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
の
重
点
事
業
に
寄
附
を

活
用
し
て
い
ま
す
。

　

同
社
か
ら
の
寄
附
は
、

「
桑
折
っ
子
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
活
用
さ

れ
、
学
校
で
使
用
す
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
の
整

備
に
使
わ
れ
ま
す
。
多
賀

新
吾
代
表
取
締
役
社
長
は

「
住
み
続
け
た
い
町
で
在

り
続
け
る
た
め
に
も
、
未

来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
有
効
活
用
を
し
て
ほ

し
い
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
で
協
力
し
て
く
」

と
話
し
ま
し
た
。

企業版ふるさと納税寄附100万円
旭計器株式会社

1_ 髙橋町長に目録を手渡す多賀社長（右）　2_ 自社の
取り組みと町への思いを熱く語る多賀社長（左）
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▶�

環
境
な
ど
に
配
慮
し
た
持
続
可
能

な
焼
却
施
設
建
設
を
実
施
し
ま
す

　

令
和
5
年
度
国
見
町
・

桑
折
町
交
通
安
全
町
民
大

会
が
11
月
30
日
、
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー（
国
見
町
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会

で
は
、
各
種
表
彰
・
表
彰

伝
達
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
受
賞
者
は
次
の
通
り

で
す
（
桑
折
町
の
み
・
敬

称
略
）。

■�

大
会
長
・
福
島
北
警
察

署
長
連
名
表
彰

▼
交
通
安
全
功
労
者

　

蓬
田
広
栄　

佐
藤
裕
子

▼
交
通
安
全
優
良
団
体
・

　

事
業
所

　
　
　

㈲
遠
藤
設
備
工
業

■�

福
島
北
署
長
・
桑
折
地

区
安
全
運
転
管
理
者
協

会
長
連
名
表
彰

▼�
交
通
事
故
防
止
コ
ン

ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　

㈱
近
藤
組

　
　
　
　
　

桑
折
ガ
ス
㈱

　
　
　
　
　

渋
谷
建
設
㈱

　
　
　
　
　

根
本
建
設
㈱

　
　
　

丸
共
青
果
食
品
㈱

　
　
　
　
　

丸
美
青
果
㈲

　
　
　
　
　

福
興
産
業
㈱

社
会
福
祉
法
人
コ
ク
ー
ン

　
　
　
　
　
　

㈲
ゑ
び
屋

　
　
　

㈲
三
協
ハ
イ
ヤ
ー

　
　
　
　
　

桑
折
運
送
㈲

　
　
　
　
　

㈲
鈴
木
運
送

交通事故が1件でも減ることを願って
国見町・桑折町交通安全町民大会

▲�交通安全推進に寄与した人・団体に対し、各種表
彰が贈られました

　

町
は
、
伊
達
地
方
衛
生
処

理
組
合
と
、
新
焼
却
施
設
の

整
備
に
伴
う
公
害
対
策
の
安

全
性
の
担
保
や
周
辺
環
境
・

景
観
へ
の
配
慮
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
た
「
ご
み
焼
却
施
設

等
の
運
営
等
に
関
す
る
協

定
」
を
11
月
27
日
、
締
結
し

ま
し
た
。
新
施
設
は
、
最
終

処
分
場
の
満
床
が
迫
っ
て
い

る
こ
と
や
既
存
焼
却
施
設
の

老
朽
化
に
よ
り
整
備
す
る
も

の
で
、
2
0
3
2
年
度
に

現
行
敷
地
内
で
稼
働
予
定
。

「
シ
ャ
フ
ト
炉
式
ガ
ス
化
溶

融
炉
」
と
い
う
既
存
処
分
場

の
焼
却
灰
な
ど
と
混
ぜ
合
わ

せ
て
処
理
で
き
る
炉
を
新
設

し
、
処
分
場
の
再
生
・
延
命

化
を
図
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
ご
み
焼
却
施
設
を
目
指
し
て

伊
達
地
方
衛
生
処
理
組
合
と
協
定
締
結

桑
折
緑
風
園
を
福
祉
避
難
所
に

社
会
福
祉
法
人
緑
風
福
祉
会
と
協
定
締
結

▶�

協
定
書
を
手
に
す
る
髙
橋
町
長

（
左
）
と
熊
谷
施
設
長

　

町
と
社
会
福
祉
法
人
緑
風

福
祉
会
は
、「
福
祉
避
難
所
の

設
置
運
営
に
関
す
る
協
定
」

を
11
月
20
日
に
締
結
し
ま
し

た
。
こ
の
協
定
は
、
災
害
時

に
要
配
慮
者
が
滞
在
で
き
る

福
祉
避
難
所
と
し
て
、
養
護

老
人
ホ
ー
ム
「
桑
折
緑
風
園
」

の
施
設
を
活
用
し
、
要
配
慮

者
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

髙
橋
町
長
は
「
専
門
職
の

ス
タ
ッ
フ
が
い
る
施
設
が
福

祉
避
難
所
と
な
る
こ
と
は
大

変
心
強
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

桑
折
緑
風
園
の
熊
谷
公
伸
施

設
長
は
「
大
き
な
役
割
を
担

う
。
町
と
連
絡
を
密
に
し
て
、

万
全
を
期
し
て
体
制
を
整
え

る
」
と
話
し
ま
し
た
。
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NE
WS pick up まちのニュース


